
株式会社パイロットコーポレーション

2022-2024中期経営計画
(2022年 進捗)



当社グループは、パーパス「人と創造力をつなぐ。」のもと、2030年ビジョンを実現するために、2022-2024中
期経営計画を策定しております。2022-2024は“変革と挑戦”の３年間と位置づけ、下記の５つの基本戦
略を迅速に実行し、各基本戦略の2024年目標と、経営指標及び財務指針を達成するための取り組みを進
めてまいります。

対処すべき課題

2022-2024
中期経営計画

資本業務提携・新規事業構想による
既存品目シェアアップ 及び新規付加価値提供
マーケティング機能強化及びグローバルサプライチェーン構築、
販売チャネル・商流整備による国内外の事業拡大・堅持

グローバル筆記具市場№１

既存事業：玩具事業・産業資材事業の拡大
新規事業：“書く”技術を活かした新たな価値創造
“ 書く × 隣接領域 ” “ 書く × ライフステージ ”

非筆記具事業を第２の柱として成長

製品・サービスを通じた環境課題の解決
社会的・文化的価値創造への貢献
心身ともに健康に働くことができる職場環境 など

環境・社会・従業員への価値提供

パーパス

2030年
ビジョン

①事業拡大に向けた
さらなる機能強化

②資本業務提携・
新規事業構想への着手

④サステナビリティと
中期経営計画の統合

③グループ全体の
ガバナンス体制強化

⑤長期人財構想
策定・実行

財務
KGI

連結売上高 1,180億円
（筆記具事業1,050億円、非筆記具事業130億円）

営業利益率 18%以上を確保する
ROE 現在の収益基盤の維持・向上を図り、

中長期にわたり安定的に、12％以上を確保する

財務
指針

成長投資 内部留保300億円程度を原資に、
「人財育成・投資」「既存事業領域」「成長・新事業領域」
「資本業務提携」等へ、積極的に投資配分を行う

株主還元方針 安定した配当の成長の実現を図るとともに、
配当性向30％以上を目指す

５つの
基本戦略
経営指標
及び

財務指針

海外事業拡大・国内シェア堅持 持続可能な地球・社会づくりへの貢献売上高構成比25%

世界中の書く、を支えながら、書く、以外の領域でも人と社会・文化の支えとなる
これまでの100年と同様、これからの100年も筆記具を通じて世界中の書く、を支え続ける

この100年で培った“書くから派生した技術”を活かすことで、外部環境の大きな潮流に対応し、筆記具以外の領域でも人と社会・文化の支えとなる

2030年ビジョン実現に向けた基盤構築 ～ 「変革と挑戦」の3年間

三者鼎立 憂喜和精神
創業の精神であり、行動指針である社是を通じて、取り組みに邁進する

難関突破 一日一進 至誠真剣



【2024年目標】
2030年に向けて、マーケティング・R&D機能の強化及びサプライチェーンの構築、販売チャネル・商流強化を
段階的に推進

基本戦略① 事業拡大に向けたさらなる機能強化

各国・各地域のお客様のニーズに応じた
商品企画・販促活動の強化

2022年取り組み内容

マーケ
ティング
・

R&D

調達
・
生産

流通
・
販売

・新規開発テーマの創出と探求
・ワコム社との協業（アナログとデジタル筆記具の融合）

・顧客接点、SNS媒体の強化
・顧客ニーズの掘り起こしによる新たな付加価値商品の創出
・商標使用権の権利化、拡充

・サプライチェーンにおけるリスク分析、安定供給、BCP等の観点から、
最適な生産体制、生産のあり姿、投資計画を検討

・各チャネルに最適な営業、販売体制へとシフト

2024年目標

・インド共和国に製造販売子会社を設立

研究開発拠点の機能強化

BCP対策・生産設備増強を目的とした
国内生産拠点の再配備

海外生産拡充に向けた準備

国内チャネル別戦略の実行

各国地域の販売網の拡充

2024年の目標達成に向け、取り組みを進めてまいります。



【2024年目標】
• 事業拡大に向け他社との資本業務提携も積極的に検討・実行
• 既存品目のシェアアップや新規品目拡充、中長期視点での新規事業構想に着手

基本戦略② 資本業務提携・新規事業構想への着手

資本業務提携に期待する効果

・マークス社が持つデザインステイショナリー分野の売上拡大

・マークス社の文具事業における永年の知見やノウハウを
生かした商品開発

資本業務提携の実施

マークスグループホールディングスをグループ会社化

資本業務提携の目的

当社の強みとマークス社の強みを掛け合わせ新たな
需要の創造

資本業務提携、新規事業構想を積極的に実行してまいります。

2022年取り組み内容

技術

ブランド

サプライ
チェーン

アイデア

顧客接点

デザイン 品質

ノウハウ

歴史グローバル
ネットワーク

新規
事業

筆記具

玩具

新規
事業

新規
事業

価値創造の源泉

産業
資材

当社の強み×他社の強み

ﾏｰｸｽ社
文具



【2024年目標】
• 2022年より監査等委員会設置会社へ移行し、取締役会の監督機能強化、意思決定の迅速化を実現
• 強固なグループガバナンス体制を構築し、2030年ビジョン実現に向けた取組みを加速

基本戦略③ グループ全体のガバナンス体制強化

監査等委員会設置会社へ移行 グループガバナンス体制の構築・運用

取締役会

業務執行取締役
執行役員

当社グループの持続的成長と中長期的な企業価値の向上

グループマネジメント方針策定

グループ全体のIT化

方針・
ルール
整備

IT
基盤
整備
・

DX
推進

グループ全体のDX推進

•会社の進むべき方向性、方針の議論
•中期経営計画の進捗モニタリング
•重要課題に集中した実質的な議論

•執行側への権限移譲の推進

• グループマネジメントを支える本社組織のあり方検討
• マネジメント方針のグループへの展開
•パーパスに基づく企業風土の醸成

•基幹システム再構築のための現状分析の実施
• ITセキュリティ対策の強化

•足元のデジタライゼーションを進めるための課題目標
の設定

グループガバナンス体制強化、IT基盤強化、DXの推進に取り組んでまいります。

2022年取り組み内容



• 海洋プラスチックごみやバイオマスプラスチックを使用した製品の開発
• 筆記具、玩具における包装資材等に使用するプラスチック材料の削減への取り組み
• ペン回収リサイクルプログラムの推進
• TCFD提言に基づく開示の充実に向けた情報収集 等
• 人権方針の策定
• 環境・社会影響の低減を含む調達方針の策定
• 文具専門店組織を通じた限定商品販売による日本赤十字社への寄付
• 「2022 高校生・高専生科学技術チャレンジ」への協賛 等

• 育児・介護休業法改正に伴う規程一部改定（産後パパ育休）
• 従業員満足度調査実施
• パーパス、2030年ビジョン、中期経営計画について、従業員の理解と浸透施策の実施 等

• ホームページでの開示の充実
• 規程類の再整備（経営リスク、コンプライアンス、IT、情報管理等）
• サイバーセキュリティに対する社内教育 等

地球環境のために

社会のために

従業員のために

事業基盤

【2024年目標】
中期経営計画にサステナビリティ重要課題を組入れ解決を図っていくことで、経済価値と環境・社会・従業員
への貢献の双方を実現

サステナビリティ重要課題解決に向けた取組み

基本戦略④ サステナビリティと中期経営計画の統合

2022年取り組み内容

サステナビリティ重要課題の解決に向けた取り組みを積極的に行ってまいります。



【2024年目標】
2030年を見据えた長期人財構想を策定し、人財育成・組織強化 及び 外部人財活用による多様性・専
門性強化を両輪で進めていくとともに、全員参加型で一体感のある組織風土を醸成する

・長期人財構想の策定
未来を担う若手メンバーで構成した未来人財構想会議の提言を反映した長期人財構想を策定中

・人財育成・組織強化
専門職制度の導入
業務の属人化、縦割組織の弊害の改善に向けた、人財データの収集、分析
教育研修を推進：社員1人当たりの教育研修費用 2022年度 58,900円 （2021年度 41,200円）

・外部人財活用による多様性・専門性強化
新卒採用にこだわらない、国籍を問わない採用活動により、
2022年度 新卒採用 29名、キャリア採用 20名（うち外国籍4名）
（2021年度 新卒採用 28名、キャリア採用 10名(うち外国籍1名)）

・全員参加型で一体感のある組織風土の醸成
女性活躍推進：経営補佐職に占める女性割合 2022年 9.9％ （2021年 7.5％）※７月時点での比較
育休取得推進：取得率 2022年度 女性100％、男性50％ （2021年度 女性100％、男性10％）
有給休暇取得促進、労働時間管理徹底
コミュニケーション活性化への仕掛けづくり

・従業員満足度調査の実施
総合評価満足度69.0％ (目標75%以上）
満足度の高い分野 「経営の方向性」 「直属の上司」
満足度の低い分野 「人事制度」 「能力向上」 「職場環境や福利厚生」

基本戦略⑤ 長期人財構想策定・実行

2022年取り組み内容

一体感のある組織風土醸成に向けて、取り組んでまいります。



2024年目標
連結売上高

1,180億円
（筆記具事業1,050億円、非筆記具事業130億円）

1,128億円
（筆記具事業1,016億円、非筆記具事業111億円）2022年結果

2024年目標
営業利益率 18％以上を確保する

18.8％2022年結果

2024年目標
ROE 現在の収益基盤の維持・向上を図り、中長期にわたり安定的に、12％以上を確保する

14.5％2022年結果

2024年までの
成長投資

内部留保300億円程度を原資に、「人財育成・投資」「既存事業領域」「成長・新事業領域」
「資本業務提携」等へ、積極的に投資配分を行う

設備投資に加え、「新卒、中途採用による雇用確保」「教育研修の推進による人財育成」
「マークス社グループ会社化」「インド共和国に製造販売子会社の設立」に伴う投資を実行2022年進捗

2024年目標
株主還元方針 安定した配当の成長の実現を図るとともに、配当性向30％以上を目指す

安定配当を継続することを原則としつつ、継続的に増配を実施
年間配当金90円（30円増額）、配当性向 22.5％2022年結果

財務
KGI

財務
指針

2024年 経営指標及び財務指針
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